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研究成果の概要：観光産業の爆発的な発展とともに大気や水の汚染，森林の破壊といった環境

汚染・環境破壊が顕在化し，遺跡への影響や住民の健康被害が懸念されるカンボジアのアンコ

ール遺跡区域を対象に，大気，水，森林の３分野から総合的な環境調査を２年間にわたって実

施した．その結果，同区域の環境汚染や破壊が危機的状況になりつつあることや観光産業との

密接な関連があることを確認し，成果をとりまとめ国際シンポジウムとして同国で公表した．
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総 計 13,100,000 3,930,000 17,030,000

研究分野：環境影響評価
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１．研究開始当初の背景
環境汚染問題は発展途上国には普遍的に
存在する現象といえる．しかし，長期間にわ
たって鎖国の状態にあったカンボジアでは，
環境汚染が政府や一般市民の理解のないま
ま短期間のうちに深化していったという特
殊性がある．長年にわたる内戦と国際社会か
らの孤立，その後の急激な社会の発展や人口
の増加，それにともなう乱開発によって環境
汚染や破壊などの問題がいっきに噴出して
きた．同国が最大の観光資源であるアンコー
ル遺跡区域内外でこのような環境汚染や破
壊の進行がとくに顕著である． 

無秩序な開発のため豊かな森林は減少の
一歩をたどっている．河川水の汚染や大気汚
染にも深刻なものがある．これを放置するこ
とは，カンボジアの財政を支える遺跡群の観
光資源としての根幹にかかわる重大な事態
であり，住民の健康問題はもちろんのこと遺
跡そのものの損壊にもつながりうる憂慮す
べき問題となる．その多様性の高さを誇るト
ンレサップ湖の生態系の破壊にも直結しか
ねない．しかし，この深刻な事態に対処しよ
うにも同国の社会経済基盤を考えると財政
的貧窮そして人材不足の両面から，計画され
ている環境保全事業が順調に進行している
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とはいい難い．今後のさらなる自然破壊や環
境汚染を考えると，この問題は緊急に解決す
べきものといえる．
そこで本研究では，このような喫緊の事態
にあるアンコール遺跡区域の環境破壊や汚
染の現状を，大気，水，森林の３分野から調
べ，それぞれの現状を把握するとともにそれ
ぞれの成果を相互に照らし合わせることで，
遺跡区域の環境汚染や破壊の包括的評価を
行い，これらを低減あるいは撲滅するための
基礎資料を作成することを主題においた．

２．研究の目的
カンボジア社会が発展するにつれて顕在
化してきた自然環境の汚染や破壊について，
観光産業が著しい勢いで発達し，自然環境や
地域住民，世界遺産への影響が懸念されてい
るシェムリアプ州のアンコール遺跡区域を
調査研究対象に，これまでに 10 年以上にわ
たって実施してきた同国の自然環境調査の
成果を活用しつつ，工学的な視点からそれら
の現状を把握したうえで汚染や破壊の特性
を定量的に評価し，その結果にもとづきこれ
らを軽減するための基礎資料を作成する．そ
して，この基礎資料にもとづき，アンコール
遺跡区域を自然環境と住民の健康的な生活
とがともに守られた理想的な空間へ導くた
め，カンボジアの関連省庁や行政・研究機関，
閣僚評議会，さらにはユネスコなどの国際機
関へ，同国の環境政策に向けての基礎資料の
提出と環境保全へむけての具体的な提案と
を本研究の最終目的とする．

３．研究の方法
調査研究にあたっては，参加研究者が大気
環境，森林環境および水環境の３分野に分か
れ，アンコール遺跡整備機構水・森林部門と
の連携のもとに調査観測を行った．それぞれ
の分野の調査方法等は以下のとおりである．
(1) 大気環境分野：遺跡区域内外の３カ所を
観測地に設定し，汚染濃度/物質の年間変動お
よび汚染源の特定を目的に，年間をとおして
の観測を実施するとともに採集した資料の
分析から基礎情報や発生源情報を収集した．
(2) 森林環境分野：森林再生ならびに有用植
物利用のモデル区域に設定したプラカーン
遺跡において，毎木調査/希少植物調査を雨
季・乾季にそれぞれ実施し，この結果から植
物群集の種構成，種構造や主要種の更新特性
を把握し，遷移機構を解明したうえでの住民
主導の森林再生モデルの提示を試みた．
(3) 水環境分野：遺跡区域内での主要河川で
あるシェムリアプ川やロリュオス川，および
アンコールワットの環壕やトンレサップ湖
などの主要水域において，以下の３グループ
に分かれての調査研究を行った．
①生物多様性分野：一次生産量およびプラン

クトン群集の年間変動および主要水域にお
ける魚類相の調査．
②水文分野：水位計および流速計による河川
の流量観測および遺跡区域内外における水
質の年間変動．
③河川・地盤分野：河床断面の測量，河床材
料の分析，および流量観測にもとづく将来的
な河川変動のシミュレーション，ならびに遺
跡区域の地盤強度や透水率の測定．
最終的にはこれらの各分野における観測
や分析の結果を相互に参照することで，遺跡
区域における環境汚染の現状の包括的な評
価を試みた．

４．研究成果
２年間にわたる調査と研究の結果，各分野
において以下の成果が得られた．
(1) 大気環境分野：大気汚染濃度/物質の年間
変動の解析から観光産業のオン/オフと大気
汚染が密接に関連することを確認し，高い可
能性のある汚染源いくつかを特定した．
(2) 森林環境分野：モデル地域となるプラカ
ーン遺跡の植生を主要/有用植物を中心に解
明し，森林再生計画への基礎資料を提出した．
(3) 水環境分野：主要河川や区域内水域の水
質や流量，一次生産量などの年間変動を解明
し，アンコールワット環壕などにおける魚類
相を記載した．また，シェムリアプ川の変動
特性や区域内地盤の強度などを調べた．
これらの成果は遺跡区域におけるさまざ
まな環境保全事業への基礎資料となること
が期待され，年２回開催されるアンコール遺
跡国際管理運営委員会で途中経過を報告し
た．さらに，研究成果の報告会を 2009年 3
月にシェムリアプおよびプノンペンで国際
シンポジウム/セミナーとして UNESCOや日
本大使館の後援のもとに開催し，出席者の大
きな反響を得るとともに内外の報道機関で
大きくとりあげられた．
これらの調査を今後さらに継続し，観光産
業の発展とともにさらなる進行が予測され
る環境汚染/破壊の追跡調査を行いつつ，これ
らを軽減/撲滅するための調査研究とこれを
将来も継続させるための人材育成事業へ早
急に移行したいと考えている．
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